
「
人
権
」
と
い
う
言
葉
か
ら
ど

ん
な
印
象
を
受
け
ま
す
か
？

「
と
て
も
大
切
な
も
の
」
そ
れ

と
も
「
な
ん
だ
か
堅
苦
し
く
て

難
し
い
も
の
」
「
自
分
に
は
関

係
の
な
い
も
の
」で
し
ょ
う
か
。

人
権
と
は
「
人
間
が
人
間
ら

し
く
生
き
る
権
利
で
生
ま
れ
な

が
ら
に
持
つ
権
利
」
で
あ
り
、

だ
れ
に
と
っ
て
も
身
近
で
大
切

な
も
の
で
す
。

し
か
し
現
在
、
日
本
国
内
に

は
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
い
る
い

ろ
い
ろ
な
人
権
問
題
が
あ
り
ま

す
。
例
を
挙
げ
る
と
、
同
和
問

題
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る

差
別
、
外
国
人
差
別
、
障
が
い

の
あ
る
人
に
対
す
る
差
別
、
高

齢
者
差
別
、子
ど
も
の
い
じ
め
、

体
罰
、
女
性
の
社
会
進
出
に
と

も
な
う
差
別
な
ど
で
す
。

そ
し
て
今
回
取
り
あ
げ
る
問

題
は
、
使
っ
て
い
る
人
も
多
い

で
あ
ろ
う
『
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
人
権
侵

害
問
題
』
で
す
。
こ
の
問
題
は

私
た
ち
に
一
番
身
近
な
人
権
問

題
か
な
と
思
い
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
利
用
者
数
は
年
々
増
え
て
い

っ
て
い
ま
す
。
年
齢
別
に
み
て

も
一
〇
代
、
二
〇
代
の
利
用
者

割
合
が
一
番
多
い
で
す
。

ど
の
よ
う
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
問
題
が

あ
る
か
と
い
う
と
、
ネ
ッ
ト
い

じ
め
や
誘
い
出
し
・
な
り
す
ま

し
、
な
ど
で
す
。

●
ネ
ッ
ト
い
じ
め
（
無
料
通
話

ア
プ
リ
な
ど
を
用
い
た
悪
口
や

仲
間
は
ず
れ
）

例
：
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク
機
能

で
読
む
だ
け
で
書
き
込
ま
ず
に

い
た
ら
、
一
方
的
に
グ
ル
ー
プ

か
ら
外
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

●
誘
い
出
し
・
な
り
す
ま
し（
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
ネ
ッ
ト
で
知
り
合
っ
た

人
に
よ
る
犯
罪
被
害
）

例
：
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
趣
味
が
合

う
良
い
人
だ
っ
た
の
に
実
際
に

会
う
と
怖
い
人
だ
っ
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
事
件
発
生
数
は
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
去
年
、
ツ

イ
ッ
タ
ー
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て

犯
罪
被
害
に
遭
っ
た
十
八
歳
未

満
の
児
童
数
は
前
年
よ
り
約
十

六
％
増
え
て
一
六
五
二
人
を
上

回
っ
た
事
を
警
察
庁
が
発
表
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
統
計
を
取
り

始
め
た
二
〇
〇
八
年
以
降
最
多

と
な
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
事
件
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
の
「
知
っ
て
お
き
た
い
Ｓ

Ｎ
Ｓ
利
用
”
五
箇
条
“
」
と
い

う
の
が
あ
り
ま
す
。
（
こ
れ
は

先
日
学
校
で
配
布
さ
れ
ま
し

た
）
一
．
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
情
報
は

必
ず
し
も
正
し
い
も
の
ば
か
り

で
は
な
い
。
二
．
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に

お
い
て
も
、
社
会
的
ル
ー
ル
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三

．
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の
情
報
は
世
界
中

に
広
ま
る
も
の
で
あ
る
。
四
．

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
匿
名
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、
責
任
が
伴
う
発
言
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
る
。
五
．
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
の
不
適
切
な
発
言
は
家

族
や
友
人
に
ま
で
被
害
が
及
ぶ

こ
と
が
あ
る
。

３
０
５
Ｈ
Ｒ

人
権
委
員

国
際
ろ
う
者
ス
ポ
ー
ツ
委
員

会
（
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
：
Ｉ
n
t
e
r

n
a
t
i
o
n
a
l

Ｃ
o
m

m
i
t
t
e
e

o
f

Ｓ
p

o
r
t
s

f
o
r

t
h
e

Ｄ
e
a
f
）
が
開
催
す
る
聾
（

ろ
う
）
者
の
た
め
の
国
際
的
な

総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
。
大
会
の

運
営
も
聾
者
が
行
い
、
役
員
や

参
加
者
は
国
際
手
話
に
よ
っ
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
。
夏
季
大
会
と
冬
季
大
会
が

あ
り
、
二
年
ご
と
に
交
互
に
開

催
さ
れ
る
。
第
一
回
夏
季
大
会

は
一
九
二
四
年
に
パ
リ
で
開
催

さ
れ
、
ベ
ル
ギ
ー
、フ
ラ
ン
ス
、

イ
ギ
リ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
イ
タ

リ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
、
ル
ー
マ
ニ

ア
の
九
か
国
か
ら
一
四
五
人
の

選
手
が
参
加
し
た
。
こ
の
大
会

は
世
界
初
の
国
際
的
な
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
あ
る
。
第

一
回
冬
季
大
会
は
一
九
四
九
年

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ゼ
ー
フ
ェ
ル

ト
で
行
わ
れ
た
。
日
本
は
一
九

六
五
年
の
夏
季
大
会
（
ワ
シ
ン

ト
ン
）
に
初
め
て
参
加
し
た
。

冬
季
大
会
に
は
一
九
六
七
年
の

ベ
ル
ヒ
テ
ス
ガ
ー
デ
ン
（
西
ド

イ
ツ
）
か
ら
参
加
し
て
い
る
。

夏
季
大
会
で
実
施
さ
れ
て
い

る
競
技
は
陸
上
競
技
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ボ
ウ

リ
ン
グ
、自
転
車
、サ
ッ
カ
ー
、

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、柔
道
、空
手
、

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
、射
撃
、

水
泳
、
卓
球
、
テ
コ
ン
ド
ー
、

テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
レ

ス
リ
ン
グ（
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
・

グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
）、

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
。
冬
季
大

会
で
実
施
さ
れ
て
い
る
競
技
は

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
、
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
、
カ
ー
リ
ン
グ
、
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
で
あ
る
。

裸
耳
状
態
の
聴
力
検
査
で
、

聴
力
の
損
失
が
五
十
五
デ
シ
ベ

ル
以
上
で
あ
り
、
各
国
の
聾
ス

ポ
ー
ツ
協
会
に
登
録
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
参
加
の
条
件
と
な

る
。デ

フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
主
催
す

る
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
は
、
一
九
二
四
年

八
月
に
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
聾

者
の
ス
ポ
ー
ツ
リ
ー
ダ
ー
会
議

に
お
い
て
創
立
さ
れ
た
。
初
代

会
長
は
自
身
聴
覚
障
が
い
者
で

自
転
車
の
選
手
で
も
あ
っ
た
フ

ラ
ン
ス
の
Ｅ
・
ル
ー
ベ
ン
ス
・

ア
ル
ケ
（
一
八
八
四
～
一
九
六

三
）
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｄ
は
聾

者
の
ス
ポ
ー
ツ
を
代
表
す
る
国

際
組
織
で
「
Ｐ
e
r

Ｌ
u
d

o
s

Ａ
e
q
u
a
l
i
t
a

s
（
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
の
平

等
）
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
、
夏

季
お
よ
び
冬
季
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
催
等
を
通
じ
て
聾
者
の

ス
ポ
ー
ツ
参
加
機
会
の
拡
充
と

促
進
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
優

れ
た
競
技
者
の
育
成
を
目
的
と

し
て
い
る
。
二
〇
一
五
年
時
点

の
加
盟
国
は
一
〇
四
。
デ
フ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
い
う
名
称
は
二
〇

〇
一
年
か
ら
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
（
Ｉ
Ｏ
Ｃ
）
の
認
可

を
得
て
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

『
21
世
紀
ス
ポ
ー
ツ
大
事
典
』

中
村
敏
雄
他
編
よ
り

▼
文
部
科
学
省
の
『
い

じ
め
の
定
義
』
に
は
、

「
当
該
児
童
生
徒
が
、

一
定
の
人
間
関
係
の
あ

る
者
か
ら
、
心
理
的
、
物
理
的

な
攻
撃
を
受
け
た
こ
と
に
よ

り
、
精
神
的
な
苦
痛
を
感
じ
て

い
る
も
の
。
な
お
、
起
こ
っ
た

場
所
は
学
校
の
内
外
を
問
わ
な

い
。」と
あ
る
▼
こ
の
定
義
は
、

平
成
十
八
年
度
に
新
し
く
定
義

さ
れ
た
も
の
で
、
以
前
の
定
義

か
ら
「
自
分
よ
り
弱
い
も
の
に

対
し
て
」
「
一
方
的
に
」
「
継

続
的
に
」
「
深
刻
な
」
等
の
表

現
が
削
除
さ
れ
た
▼
こ
の
定
義

は
、
被
害
者
が
い
じ
め
と
認
識

す
れ
ば
、
い
じ
め
に
な
る
と
い

う
非
常
に
広
い
解
釈
を
し
て
い

る
。
し
か
し
、
い
じ
め
ら
れ
た

側
の
生
徒
の
立
場
を
最
大
限
に

尊
重
す
る
こ
の
定
義
は
、
加
害

者
や
傍
観
者
を
厳
し
く
罰
す
る

こ
と
が
目
的
で
は
無
く
、
幅
広

く
生
徒
の
人
間
関
係
に
目
を
向

け
る
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
▼

ま
た
こ
の
定
義
に
は
「
一
定
の

人
間
関
係
の
あ
る
者
か
ら
」
と

い
う
文
言
が
追
加
さ
れ
た
。
つ

ま
り
、
友
人
同
士
や
部
活
動
の

仲
間
内
に
こ
そ
起
こ
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
「
ち

ょ
っ
か
い
」
や
「
い
じ
り
」
が

生
ま
れ
や
す
く
、
そ
れ
が
い
つ

の
間
に
か
「
い
じ
め
」
に
発
展

す
る
の
で
あ
る
。
「
親
し
き
仲

に
も
礼
儀
有
り
」
一
番
身
近
な

友
人
を
大
切
に
す
る
と
は
、
ど

う
い
う
こ
と
な
の
か
。
も
う
一

度
真
剣
に
考
え
て
み
て
欲
し

い
。
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